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研究成果の概要（和文）：分野横断的なヘルスヒューマニティーズ（以下、HH）教育プログラムを開発すること
を目的とした本研究であるが、2023年より聖路加国際大学大学院看護学研究科においてHH関連3科目が新規に開
講された。HH概論IとIIの2科目が本研究の成果を反映するものである。また、聖路加を研究拠点として、学際的
なHHリレー講座やHH研究・学習検討会、3名の海外からの招聘研究者による公開講演会などを継続的に開催し、
日本初のHHの分野横断的な展開・推進を試みることができた。研究成果は海外のHH事典、医学書院の『看護研
究』、聖路加国際大学紀要等に論文として発表した。日本初となるHH研究書（共著）が2024年に出版される。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to develop a cross-disciplinary health humanities (HH) 
education programme, and three new HH-related courses have been offered at the Graduate School of 
Nursing, St. Luke's International University since 2023. Two of those courses, Introduction to HH I 
and II, reflect the results of this research. In addition, with St. Luke's serving as a research 
base, an interdisciplinary HH lecture series, HH research and study meetings, and public lectures by
 three overseas guest researchers were held for the purpose of developing and promoting HH across 
disciplines for the first time in Japan. Research results have been published as articles in the 
Palgrave Encyclopedia of Health Humanities, Igaku Shoin's Journal of Nursing Research, the Bulletin 
of St. Luke's International University and other publications. Japan's first edited collection of HH
 research (co-authored) will also be published in 2024.

研究分野：英文学、ヘルスヒューマニティーズ

キーワード： ヘルスヒューマニティーズ　メディカルヒューマニティーズ　ナラティブメディスン　領域横断的教育
プログラム　文章創作
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研究成果の学術的意義や社会的意義
患者中心の医療においてはEBM（Evidence Based Medicine）と両輪をなすNBM（Narrative Based Medicine）の
実践を踏まえた全人的アプローチが不可欠である。対象を医療者全体に広げたこの新分野HHにより、幅広い関心
と深い共感を持つ医療者の育成に加え、医療に関連する様々な研究領域においてEBMを補完する視点の涵養が可
能となる。超高齢社会の日本では、HH教育プログラムの開発と実施が新たなシステムや価値の創造を促進する可
能性を持つ。今後、HH実践を「社会的処方」として活用できれば人々の健康とウェルビーイングの向上につなが
り「地域共生社会」の実現に貢献しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

 

日本は地域包括ケアシステムの先の「健康先進国」実現を見据え、新たな「社会システム」と
しての保健医療の再構築という目標を掲げた（ 厚生労働省「保健医療 2035」）。さらに、中央教
育審議会の「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」において日本が課題先進国 

として今後世界に先んじて課題解決に取り組むための高等教育のミッションが明示されている。
これらの目標達成のためには、保健医療のみならず様々な研究領域をダイナミックに融合する
領域横断的な研究・教育が必須である。そこで、本研究は、従来の医学・看護、保健の分野と人
文学・社会科学・芸術との創造的融合を図り、日本における新たな学際的領域（ヘルスヒューマ
ニティーズ）を推進し、医療保健、さらに介護などの対人援助領域などの領域に、領域横断的な
教育プログラムを開発することを目指した。 

 世界的な研究動向として、1960 年代に医学教育分野からスタートした米国発のメディカルヒ
ューマニティーズ（医療人文学）から端を発した、新分野、へルスヒューマニティーズ（以下、
HH）が十数年前から急速に発展を遂げ、現在、医師に限らず医療者やヘルスケアに関わる人々
全体を対象とし、世界的・学際的な運動となり欧米を中心に展開されている。しかし、日本での
HH の導入は未だ大きく遅れている現状にあった。そこで、本研究では看護学部/看護学研究科・
公衆衛生大学院・聖路加国際大学からなる大規模なリソースを有する聖路加を研究拠点として、
HH を日本で初めて分野横断的に展開・推進することを試みることとした。新分野 HH の研究
により得られる知見は、医療・看護・介護福祉分野等の対人支援職の教育や研究を変革、促進し、
患者や家族・医療看護および介護福祉職など、国民全体の健康とウェルビーイングに大きく貢献
しうると考えた。HH の推進が、我が国の保健医療制度の変革を促し持続可能な社会の実現を目
指すことにつながる可能性があると捉え、創造性に満ちた HH 研究を開始した。 

  

 

２．研究の目的 

 

新分野 HH の目的は、学際的な知識や視点を生かし、①教育実践による医療者の教育と研究
の推進・変革、②臨床実践により患者・医療者双方の健康とウェルビーイングを維持・向上する
ことである。患者中心の医療においては EBM（Evidence Based Medicine）と両輪をなす NBM

（Narrative Based Medicine）の実践を踏まえた全人的アプローチが不可欠である。対象を医
師に限らず医療者全体に広げたこの新分野により、幅広い関心および深い共感を持つ医療者の
育成、実践の促進に加え、医療に関連する様々な研究領域において EBM を補完する視点の涵養
が可能となる。今後、超高齢社会で保健医療の「発展形」が求められる日本では、この HH に基
づく新たな教育プログラムの開発と実施が「新たな価値の創造」、さらに「社会システム」構築
を促進する可能性を持つ。そこで、本研究は、欧米で展開されている HH の日本における展開
の可能性を探ること、そして分野横断的な HH 教育プログラムを開発することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 
第一段階として、国内外の教育的実践、また臨床的実践、HH の先行研究を収集し、HH 研究

の指導的立場にある研究者へのヒアリングを行い、HH が大学の専門教育課程で既に定着してい
る英米の実態調査と分析を行った。これらをもとに、総合的な概念枠組を作成し、日本において
この新領域が形成されるための諸条件を設定し、成立要件を探った。第二段階として、HH 教育
開始のための試行プログラムを作成した。さらに、国内での HH 創設、展開を目指して HH レ
クチャーシリーズを開催し、HH 学習研究・検討会も行った。併せて英国、米国の HH 研究の第
一人者、Prof. Paul Crawford、米国の Dr. Erin Lamb、実践家の Dr. Lizzie Burns の三名を招
聘しての HH 公開講演会の企画案を策定した。第三段階として、上記の試行プログラムを完成
させ聖路加国際大学看護学研究科で HH 関連 3 科目を新規開講した。3 年間の研究の総括とし
て、日本における HH 創設と今後の発展に向け、Prof. Paul Crawford、Dr. Erin Lamb、Dr. 

Lizzie Burns を招聘し、聖路加国際大学で 2 回の公開講演会を開催した。 

 

４．研究成果 
 
分野横断的な HH 教育プログラムを開発することを目的とした本研究であるが、聖路加国際大

学大学院看護学研究科では 2023 年よりヘルスヒューマニティーズの関連 3 科目が新規に開講さ
れた。人間の経験の多様性と複雑さを理解し、創造的かつ批判的な志向を養い、患者中心の医療
に向けた全人的なアプローチを学ぶ「HH 概論 I」、想像力と表現力の育成を目標とし体験プログ
ラムを通して具体的な実践を学ぶ「HH 概論 II」、病いや障害、医療の体験を持つ当事者の語り
（ナラティブ）に注目し、当事者の視点で医療やケアを捉え直すことに重点を置く「健康と病い



の語り概論」の 3 科目である。本研究の代表者が科目責任者を務める「HH 概論 I」および「HH 概
論 II」の 2 科目が本研究の研究成果を反映するものである。また、聖路加を研究拠点として、
日本で初めて HH の分野横断的な展開・推進を試みることができた。具体的には組織内での HH 学
習・研究検討会や学際的な公開 HH リレー講座、HH 公開講座を継続的に開催した。 

最終年度には 2023 年 11 月 11 日に第 1 回目の公開講演会「The Health Humanities and 

Creative Public Health（英国におけるパブリックヘルスの実践）」を英国から Dr Paul Crawford, 

Dr Lizzie Burns を招聘し実施した。さらに、第 2 回目として 2024 年 1 月 11 日に公開講演会

「Ageism and Health Justice: Health Humanities Education and Research Fundamentals and 

Trends（エイジズムと健康におけるソーシャルジャスティス：ヘルスヒューマニティーズの教

育・研究方法論の基礎とトレンド）」を米国から Dr Erin Gentry Lamb を招聘し開催した。両講

演会では、欧米の最新の研究や実践についての英語による講演と研究交流を行った。 
 研究成果は"Palgrave Encyclopedia of the Health Humanities"（井上）、医学書院の『看護
研究』の HH 特集号（井上、ハフマン）、聖路加国際大学紀要等（井上、ハフマン）に論文として
まとめた。また、日本エンドオブライフケア学会での招待講演（足立）、日本医学哲学・倫理学
大会での学会発表を行った（足立）。さらに最終年度に日本初となる HH 研究書を多領域の十数名
の研究者と共著で執筆した。本書は 2024 年度に出版される。 
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